
位

と

も

協

議

し

て

一

よ

り

よ

き

運

営

に

も

最

善

の

努

五

O
O本
位

が

良

い

。

止

っ

て

い

る

予

算

化

し

て

行

ま

た

い

と

思

い

一

力

を

払

い

、

も

っ

て

村

民

の

油

田

⑥

枝

打

経

費

と

無

節

材

価

値

の

あ

る

傷

口

を

早

く

て

お

る

ο

ま

す

。

た

だ

本

村

の

場

合

農

林

一

様

方

の

御

信

託

に

お

応

え

す

る

関

係

:

:

:

経

費

を

上

廻

り

非

常

か

ら

い

っ

て

最

も

良

い

一

⑧

二

つ

五

分

以

上

の

太

い

校

は

業

に

よ

る

自

立

家

庭

を

ご

戸

で

一

と

と

も

に

躍

進

の

悶

和

四

十

三

に

有

利

に

な

る

。

」

時

期

は

早

春

の

樹

液

が

動

〈

前

一

拳

込

が

お

そ

く

効

果

が

少

い

の

れ

院

長

は

九

十

一

印

可

し

た

い

と

存

じ

て

)

有

利

高

材

林

経

営

三

十

日

時

打

っ

と

成

長

一

日

い

じ

日

開

訪

日

一

百

円

山

町

長

い

。

M
何
時
間
以
河
川
カ
壮
一
川
町
村
山
時
間
日
昭
一
一
F
m
d…明日間

h
p一
一
枝
打
に
つ
い
て
一
れ
刊
行
一
一
れ
れ
れ
均
一
日
目
山
口
村
山
内
一
同
行
時
四
九
州
司
室

私
は
こ
れ
ら
の
施
設
が
本
村
の
一
カ
精
神
の
発
揮
次
第
で
あ
る
と
一
一
優
良
材
の
生
産
を
計
り
林
業
牧
一
九
枝
打
の
目
的
一
位
迄
一
に
日
除
を
与
え
る
の
で
よ
い
。
一
以
上
核
抑
の
概
要
訟
の
べ
ま
じ
l

児
童
生
徒
の
体
位
と
一
般
的
教
一
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
一
入
を
増
や
し
ま
し
ょ
う
@
優
奥
一
校
打
は
木
が
あ
る
程
度
大
き
〈
一
四
、
年
令
と
回
数
一
ζ

れ
と
同
じ
意
味
で
間
伐
の
一
こ
た
が
、
詳
し
く
は
森
林
組
合
か
一

宙
開
の
向
上
、
農
林
業
の
繁
栄
に
一
ど
う
か
ζ

の
上
と
も
}
一
層
の
御
一
材
と
は
通
直
無
節
材
で
形
質
の
一
な
っ
て
か
ら
下
校
を
切
り
落
し
一
林
地
林
木
の
成
長
に
よ
り
こ
と
一
コ
一
年
前
に
枝
打
す
る
の
が
よ
い
(
林
業
改
良
指
導
員
道
御
相
談
下
一

、
よ
り
効
果
的
な
も
の
と
考
え
一
支
援
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
一
良
い
物
を
い
い
ま
す
が
普
通
材
一
て
や
る
作
業
で
立
派
な
材
木
に
一
な
る
が
余
り
大
ぎ
く
な
っ
て
行
一
六
、
枝
打
の
方
法
一
さ
い
。
昨
年
の
十
一
月
よ
り
一
一
一

る
の
で
あ
り
ま
す
。
一
お
願
い
激
し
ま
す
と
共
に
、
村
一
と
無
節
材
で
は
製
品
{
三
寸
志
一
仕
立
て
る
た
め
大
切
な
の
で
あ
一
な
っ
て
も
意
味
が
な
く
最
初
五
一
④
初
来
る
だ
け
幹
に
接
し
垂
直
互
い
郵
務
よ
り
の
要
請
も
あ
り
ま
一

ρτ
セ
の
他
社
会
福
祉
、
環
境
衛
生
一
民
の
皆
様
方
の
御
多
幸
た
お
祈
一
分
の
十
尺
柱
)
に
し
た
場
合
、
二
る
技
打
の
主
な
目
的
は
校
下
の
一
六
年
で
胸
高
二
寸
J
ニ
寸
三
分
一
に
切
る
と
と
で
セ
n
y
上
り
の
な
一
し
て
部
蕗
単
位
マ
絞
打
講
習
会
υ
{

一
の
諸
問
題
に
つ
き
ま
し
て
も
、
-
り
致
し
ま
し
て
、
年
頭
の
御
挨
一
ス
ギ
で
二
、
五
倍
、
ヒ
ノ
キ
で
山
長
い
無
節
の
ま
っ
す
ぐ
な
良
材
一
位
の
時
小
払
を
す
る
。
三
尺
程
下
核
)
一
守
開
い
て
さ
ま
し
た
制
削
、
尚
御
一

四
一
積
極
的
な
施
策
を
も
り
こ
み
、
一
拶
と
い
た
し
ま
す
。
一
三
、
五
倍
位
す
る
と
い
わ
れ
て
京
得
ら
れ
材
の
形
質
を
良
く
す
一
度
次
に
八
年
生
伎
に
な
っ
た
時
一
@
枝
に
は
幹
の
つ
け
ね
が
も
り
一
希
望
の
部
落
は
森
林
組
合
設
ヱ

ー
一
叉
皆
様
方
か
ら
深
い
関
心
を
よ
一
昭
和
四
十
三
年
一
月
一
日
一
お
り
ま
し
て
久
万
地
方
等
で
は
一
る
の
が
第
一
の
目
的
で
あ
る
が
一
胸
高
一
ニ
誌
に
な
る
迄
に
第
二
上
っ
て
い
る
の
が
あ
る
が
、

ζ

一
お
申
出
で
下
さ
い
。
一

宅
、
も
一
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
診
療
所
の
一
五
節
材
は
か
な
り
有
刺
に
販
習
す
木
が
あ
る
と
き
は
そ
の
成
長
一
回
の
枝
打
を
行
う
。
三
尺
程
度
一
の
も
り
上
り
部
分
一
憲
隆
隆
肉
}
百
二
月
中
旬
頃
の
予
定
勺
村
当
一

川
並
立
特
別
事
業
は
限
定
さ
れ
、
農
林
一

1

l

i

l

i

-

-

l

i

l

i

-

-

-

十
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

Eし
風
雲
、
病
虫
害
、
山

τ樹
令
官
い
え
ば
七
、
八
年
生
一
の
で
よ
そ
中
央
部
か
ら
真
直

T森
林
組
合
共
催
の
河
辺
村

r
l
M一
四
時
間
同
日
日
目
立
天
皇
睦
下
御
裸
の
行

v

河
村
一
時
一
日
比
四
ほ
か
尚
一
刊
誌
抗
日
訪
れ
い
け
る
一
七
一
一
日
は
刊
誌
訪
問
…
純
計
合
下
側
の
木
の
喜
一
問
引
い
の
引
り
は
せ
れ
一

マ
い
で
お
り
ま
す
。
一
亡
、
の
時

2
2
2盟
よ

1

4
ノ
3

ー
¥
喜
々
し
農
家
所
得
の
増
大
に
努
一
震
に
余
り
強
く
打
っ
と
成
長
が
一
五
、
枝
打
の
時
期
一
れ
に
は
下
か
ら
受
け
口
を
作
つ
参
加
資
格
は
樹
令
穴
ま
ら
戸
}

す

で

の

通

り

今

日

の

一

も

考

え

ま

し

た

が

、

思

い

切

っ

一

元

日

一

四

方

向

押

の

儀

一

め

ま

し

ょ

う

。

優

良

材

生

産

の

一

ち

言

。

一

枝

打

の

時

、

幹

に

キ

ズ

を

つ

け

守

切

る

。

万

年

生

ま

で

一

反

歩

以

上

で

よ

い
わ
れ
て
か
る
一
て
四
十
三
年
度
の
新
事
業
と
し
一
一
一
環
と
し
て
の
枝
打
に
つ
い
て
一
@
密
植
と
校
打
の
関
係
:
:
・
二
て
は
い
け
な
い
の
で
、
皮
が
は
一
@
林
縁
の
木
は
枝
打
し
な
い
ζ

一

一

と
ゅ
う
言
葉
一

t
、
国
土
調
室
と
学
校
の
お
金
一
四
方
拝
の
儀
は
天
皇
お
み
づ
一
そ
ら
く
前
夜
か
ら
そ
の
人
遣
に
一
の
ー
ペ
ま
し
ょ
う
初

i

}

j

l

「
町
歩
に
四
、

0
0
0本
1
四

、

一

げ

に

く

い

時

期

す

な

わ

ち

樹

液

一

と

、

そ

れ

は

林

内

に

嵐

が

入

る

一

一

年
同
帖
特
一
給
食
の
実
施
に
踏
切
り
、
叉
社
一
か
ら
な
さ
る
祭
典
で
す
。
伺
い
一
よ
ゆ
て
諸
準
備
が
進
め
ら
れ
一
一
一
一
け
日
川
川
H
H
H
H
H川
H

H

H

H

け
け
け
什
川
川
口
川
U
H川
川
川
け
H
H
H
Hけ
川
H
け

ド

}

弘

と

五

教

一

宵

の

振

興

即

ち

公

民

館

活

一

き

く

と

と

ろ

に

よ

る

と

、

真

に

一

時

半

墳

に

は

準

備

完

了

と

思

ゎ

否

の

幸

福

と

全

人

類

全

世

界

の

一

せ

せ

ら

ぎ

短

歌

会

学

位

3

一

一
勧
一
の
活
発
化
に
重
点
配
お
く
べ
↓
そ
れ
は
さ
び
し

J¥
有

難

い

祭

一

れ

石

。

天

皇

陛

下

は

お

そ

ら

ぐ

ナ

和

平

宰

福

を

祈

る

元

首

大

統

領

一

ぺ

j

υ

ー

一

一

一

一

十

航

跡

の

は

て

徐

ろ

に

J

う
す
れ
ゆ
〈
別
府
港
の
赤
台
、
灯
標
一
一

は
昭
和
く
着
々
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
典
な
の
で
す
。
宮
中
で
は
神
職
一
そ
の
頃
起
床
さ
れ
て
大
体
四
時
一
が
あ
ろ
う
か
J

私

は

そ

の

あ

る

一

叫

4

靖
宏
事
急
降
一
勺
川
…
一
山

で
地
方
一
ず
。
そ
の
他
の
諸
事
業
は
村
一
の
じ
と
を
怠
典
b
r

ゅ

う

が

、

互

頃

に

は

真

裸

で

新

年

の

真

清

水

一

と

と

を

読

ん

だ

こ

と

も

開

い

た

一

-

畑

隅

に

山

茶

花

の

い

白

さ

ま

映

え

る

若

い

て

寂

か

に

亡

夫

思

ほ

ゆ

一

f

n

J

一

で

か

け

水

の

行

を

芯

れ

る

。

一

と

と

も

な

い

。

日

本

人

は

幸

福

一

ー

し

f
f

中
本
文
注
品

μ
u
d

一

そ

の

後

装

束

に

身

全

包

ま

れ

て

一

で

あ

る

。

日

本

の

国

が

ら

の

良

一

木

枯

に

首

を

も

ち

め

て

仰

担

ぐ

み

る

浮

穴

の

山

に

雪

つ

み

に

け

り

一

、

一

一

一

関

井

-A蚤
匂
一
一

一

午

前

五

時

に

は

賢

所

(

か

し

と

玉

、

天

皇

の

御

心

境

:

・

一

一

一

一

ど

こ

ろ

)

の

大

前

で

、

ど

自

身

一

白

本

国

家

の

象

徴

と

し

て

国

民

一

白

々

と

明

け

ゆ

〈

港

に

降

立

ち

ι大
分
の
街
灯
一
純
一
円
四
日
て
一
一

一
室
と
な
っ
て
前
後

2
時

間

十

統

合

の

象

徴

と

し

て

、

と

い

う

一

久

久

に

師

事

と

の

蓄

に

心

楽

し

て

を

?

道

一

一

一

の

行

と

祭

典

を

な

さ

る

の

で

寸

一

よ

り

も

、

こ

の

事

実

、

現

実

を

一

t

¥

松
涼
サ
ナ
広
↑

一

そ

の

際

に

何

を

祈

ら

れ

る

か

。

↑

よ

〈

理

解

す

る

と

き

に

よ

り

畏

一

永

雨

ふ

る

夜

勤

の

夜

半

に

只

人

犬

の

遠

ぼ

き

t

ふ
つ
う
い
ね
る
一
一
7
w
小
川

一
そ
の
視
詞
(
の
り
と
)
に
読
ま
れ

F
の

念

が

泉

の

如

く

湧

い

て

く

一

ヘ

花

岡

ミ

ヤ

子

♂

昨

日

川

川

一

る

内

容

は

、

全

世

界

の

一

主

和

と

一

。

÷

碧

づ

み

て

た

た

え

し

ダ

ム

の

水

の

面

に

山

影

映

り

て

小

波

の

従

jJJ

一

一

ぉ

↑

つ

名

本

位

加

可

一

会

人

類

の

幸

福

、

そ

し

て

日

本

一

宮

中

で

の

祭

典

は

凡

右

様

の

も

一

立

ち

こ

め

る

朝

も

や

は

れ

て

山

映

は

紅

い

包

に

遼

り

わ

た

る

{

↑

闘

の

平

和

と

国

民

の

幸

福

繁

栄

一

の

で

あ

っ

て

、

真

に

ぎ

び

し

く

一

松

本

古

田

久

一

一

を

御

祈

念

遊

ば

さ

れ

る

の

で

す

正

の

意

義

は

極

め

て

深

い

も

の

「

死

一

に

た

い

と

思

い

し

ほ

ど

に

悲

し

め

ど

膝

に

す

が

り

て

な

く

父

十

r
J

一

聖

天

子

こ

こ

に

あ

り

十

が

あ

る

。

一

母

も

な

し

読

-

人

不

明

一

一

一

一

一

大

根

を

並

ぺ

乾

し

た

る

陽

だ

ま

り

に

羽

虫

の

群

は

高

く

飛

ぴ

ゆ

一

一

四

万

掃

の

ど

儀

配

思

う

と

ま

、

一

「

よ

品

川

、

を

と

り

悪

し

き

を

捨

一

く

佐

伯

君

子

一

一
私
は
頭
が
下
る
渓
が
で
ま
す
。

τ、
外

(

と

)

つ

国

に

劣

ら

ぬ

国

一

露

さ

え

も

結

ば

ぬ

日

照

り

に

力

な

く

ア

ゲ

ハ

降

毎

お

り

て

ゆ

く

一

一

世

界

は

広

い

、

そ

し

て

世

界

に

一

と

な

す

よ

し

も

が

な

』

採

長

補

一

か

も

名

本

劫

滋

一

一

百

幾

十

の

国

家

が

あ

り

元

首

が

一

留

は

国

と

し

て

も

個

人

と

し

て

。

一

民

を

ゆ

く

夜

明

け

の

汽

車

の

窓

の

べ

に

憂

う

る

雨

の

ふ

り

そ

め

一

一
あ
り
大
統
領
が
い
る
。
し
か
し
子
よ
い
ζ

と

で

あ

る

。

国

が

ら

一

に

け

り

年

?

生

一

一

一

4

一
一
窓
を
う
つ
雨
の
し
ぶ
き
に
目
ざ
め
た
り
夜
舟
に
立
ち
し
人
を
案
一

一

同

本

の

天

皇

の

如

く

、

年

が

新

五

よ

さ

、

天

皇

の

怒

愛

の

ど

存

十

じ

ぬ

河

本

キ

ヨ

カ

一

一
し
く
な
る
と
、
そ
の
時
金
く
の
ナ

ai--v国
民

ょ

、

今

一

度

見

な

↓

そ

そ

り

立

つ

龍

巻

地

獄

の

湯

の

柱
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音

時

に

休
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り

一

一
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↑
腕
暗
の
中
に
国
民
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多
く
は
安
十
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そ
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い
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一
冬
が
れ
て
庭
の
落
葉
の
片
隅
に
委
の
の
こ
せ
る
雪
割
草
も
ゆ

J

一
ら
か
に
限
っ
て
い
る
時
で
す
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一
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与
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J

一

泉
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一

司
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ん
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今

日

よ
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る

事
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そ

幸

せ

の

病
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何

と

っ
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え

ん
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一
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寒
の
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、
毎
年
か
げ
な
く
こ
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f
ノ
麗
J

一

H

船
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春

子

一

一
千
六
百
有
余
年
、
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に
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っ
て
一
吋

f
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戸
レ
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↑
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噴
煙
の
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引
く
か
な
た
外
輸
の
山
山
秋
の
色
深
み
ゆ
く
一

了

戸

判

閉

会

↓

今

、

清

水

孝

一

一
身
を
清
め
、
し
か
も
長
時
間
に
ご

i錦
町

一

締

り

し

娘

が

の

ろ

の

ろ

と

ね

と

る

ぷ

を

刊

と

う

し

て

も

雲

仙

舎

に

司

一
わ
た
り
、
天
地
神
明
一
に
国
家
国
一
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明
治
天
皇
御
製

初

雪

め
づ
ら
し
と
患
ひ
も
あ
へ
ず
と
け
に
け
り

霜
よ
り
う
す
き
け
さ
の
初
雪

山

家

雪

ふ
き
お
ろ
す
嶺
の
あ
ら
し
に
山
里
は

ぎ
の
ふ
の
雪
ぞ
今
日
も
ち
り
く
る

事

上

雪

し
づ
の
を
が
一
人
ひ
合
ゆ
〈
小
車
の

重
荷
の
上
に
つ
も
る
雪
か
な

初

春

風

栴
に
ふ
れ
柳
に
ふ
れ
て
き
の
ふ
け
ふ

風
の
と
こ
ろ
も
春
に
な
る
ら
し

桜

上

関

組

閣

の
ぼ
り
を
て
窓
を
あ
〈
れ
行
驚
も

た
が
き
に
う
つ
る
声
き
と
ゆ
な
り

昭
和
四
十
三
年
成
人
式
の
記
念
写
真
、
上
は
全
国
成

庭

若

草

蓬
と
も
菊
と
も
わ
か
ず
春
の
日
の

い
ま
だ
今
じ
か
き
庭
の
若
草

土

筆

庭
の
国
の
芝
生
が
な
か
に
つ
く
っ
く
し

植
え
た
る
ご
と
く
お
ひ
い
で
に
け
り

行

路

春

月

お
ぼ
ろ
夜
の
月
の
よ
み
ち
の
く
ら
け
れ
ば

車
の
影
も
う
つ
ら
ざ
り
け
り

入
者
十
七
名
最
前
列
及
び
第
二
列
、
第
三
列
が
成
人

雨

後

花

し
づ
か
に
も
そ
そ
ぎ
し
雨
は
う
ち
は
れ
て

た
わ
め
る
花
に
夕
日
さ
す
な
り
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十
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年
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(
三
十
八
年
)

も
(
一
二
十
九
年
)

(
三
十
二
年
)

〈
語
十
五
年
)

(
四
十
年
)

(
四
十
五
年
)
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に

し
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る
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③
グ
ヂ
ナ
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1

1

1

し

ぬ

じ

め

、

樹

液

の

涜

動

が

行

さ

な

い

よ

う

ら

い

は

犬

豆

を

生

の

な

い

?

あ

る

。

一

品

川

一

よ

く

い

っ

て

、

そ

れ

を

お

三

六

眠

れ

の

意

祭

一

f
ホ
?
と
よ
く
似
た
性
一

2
れ

る

の

で

、

喜

ま

だ

終

一

す

る

。

禁

事

会

須

様

に

供

主

君

主

れ

一

祈

震

で

あ

る

家

内

資

金

i

z

ょ

う

お

宮

も

っ

て

い

忍

れ

ど

も

バ

一

っ

て

い

な

い

と

じ

る

は

急

い

で

一

}

時

間

位

つ

け

て

か

ら

そ

の

豆

を

福

良

(

鬼

一

穀

罪

防

災

防

火

事

り

、

と

申

込

寝

室

月

一

一

五

密

の

庶

で

安

定

し

て

お

る

一

算

定

を

す

る

こ

と

が

大

切

手

一

す

る

こ

と

。

〈

と

大

声

妥

の

内

と

一

後

ほ

お

神

楽

が

あ

る

。

一

記
と
な
っ
て
い

t
寸
。
一
の
ぺ
今
後
え
ト
ホ
ナ
ミ
に
代
「
尚
、
聾
つ
で
も
触
れ
て
お
い
一
@
根
仲
間
自
然
の
姿
に
四
方
ま
ぐ
。
積
り
を
皆
ん
な
で
一
山
林
火
災
ピ
用
心
一

@
水
稲
の
新
品
種
の
奨
一
三
て
普
及
す
る
品
種
で
あ
る
と
た
、
通
り
、
密
植
園
の
間
伐
は
思
一
げ
て
土
と
密
着
す
る
よ
う
L
の
ま
時
制
宮
崎
一
旦
商
裕
治
の
べ
る
。
役
落
し
は
、
い
つ
化
一
手
足
や
よ
い
一

11j
、
!
一
考
ふ
ら
れ
ま
す
。

τ切
っ
て
実
施
し
て
下
さ
い
。
一
@
深
植
宣
告
主
で

3
2語
意
義
〈
警
で
間
交
の
年
程
数
え
て
紙
に
包
丁
尽
か

2
3・
旧
三
月
大
一

台

w

一

審

議

一

@

施

目

一

銭

闘

が

地

上

に

出

る

よ

う

ず

い

忠

七

、

も

の

お

お

柁

み

、

小

銭

を

入

れ

て

運

へ

行

工

百

で

す

。

合

国

緑

化

運

動

一

r
何
叫
肘
泉
署
亀
裂
と
の
品
種
除
、

E閥
、
山

7
hか
ら
一
月
に
施
胞
を
一
@
槌
付
後
は
乾
燥
防
止
の
よ
祁
露
出
初
配
ぷ
怠
一
れ
関
口
い
託
協
同
叩
一

2
2
0単
一
月
二
九

Z
T
J

潜
車
窓
、
会
議
ま
盟
帯
向
け
の
安
雲
握
手
っ
て
い
る
と
と
ろ
は
よ
い
で
一
撃
、
盛
土
を
し
て
お
〈
一
一
;
じ
る
震
と
事

s
q
k
r藷
や
豆
は
都
会
も
回
一
ら
は
春
の
火
災
予
防
運
動
が
実
「
J
b

g農
林
ニ

2
3
2
ユ
R
実
験
用
種
子
と
四
O
キ
す
が
、
ま
だ
終
っ
て
い
な
い
と
一
詰
付
票

2
0
1
5よ
聞
の
容
認
そ
れ
を
感
じ
ど
一
舎
も
れ
わ
れ
目
り
番
号
一
警
な
。
宮
山
林
火
器
一

ト
ま
ず
1

山
間
部
省
に
と
り
一
ロ
(
四
斗
)
農
協
に
準
備
し
て
あ

τろ
で
は
、
二
月
上
旬
宮
で

ι
シ
ナ
メ
ー
ト
ル
議
案
1
・
一
ぷ
援
の
勢
怠
ま
ら
勺
}
一
ナ
。
次
に
節
設
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飾
り
互
譲
し
た
い
。
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門
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搭
て
雌
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品
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で
あ
り
ま
玄
す
。
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猫
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樹

ττ4百
新
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2戸戸吾Iまま5づ
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ナ
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刊
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実
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宮ω必
宮2め史門
言
特
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瓦
燐
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一
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外
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に
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白
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の
車
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禁
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ぷ
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あ

5り怠合?暢

融襲漕念
i
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植
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叉
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木
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日

郡
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縁
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日
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続
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川

設
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刈

1
1亡時点目刊日時一
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世
話
晶
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肘
河
川
町
時
計
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遺
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情

昔

話
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目
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問
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話
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れ
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。
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;
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収
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E
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京
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績
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し

て
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一
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作
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す

す

め

花

つ
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例

議

鑑

一
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て

よ

一

時

懇

話

印

刷

ω石
川
る
霊

2
で
の
う
た
げ
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げ
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間
一
三
一
一
館
長
引
計
れ
れ
む
瓦

2
2
賜
惨
劇
人
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関
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並
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臨
時
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岬

今

後
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に
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朽
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て
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閣
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車

交
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で
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と
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(

と

ゅ
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の

音

で
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暑

い

寒
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も
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ま

さ

乙

出
向
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問
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尋
問
自
主
主
制
豆
諸
説
関
関
脳
¥
持
品
川
村
山
間
一
日
当
日
時
点
育
館
持
詩
人
品

た
中
華
の
「
ク
サ
ナ
ミ
十
襲
培
が
具
体
化
し
て
ま
し
下
皮
、
枝
振
り
の
商
白
さ
、
面
目
四
臨
墨
田
一
白
花
は
よ
い
も
の
だ
が
ど
の
一
て
神
棚
や
出
入
口
に
お
音
色
く
畑
を
包
ど
り
町
育
事
が
一

「

「
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J
;、
11。大
洲
市
に
唱
は
施
設
を
準
何
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ら
辺
お
の
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と
ふ
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一
そ
の
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に
つ
ぼ
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が
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問
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る
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付
可
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だ
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で
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一
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ら
四
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に
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よ
じ
い
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種
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試
の
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討
中
で
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が
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村
で
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の
世
の
移
り
変
り
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し
か

R
V
M
M
H
M
M腕
時
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の
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す
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代
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中
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…
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校長引いザ一吋即時…一諮問再開一諮問研

l
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一
で
、
農
林
ニ
十
二
号
よ
り
は
な
れ
に
し
て
も
三
月
下
旬
に
は
一
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し
い
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は
や
は
り
美
し
い
。
一

2
・

」

ん

が

ど

経

験

の
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と
と
思
う
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一
る
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を
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う
o
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と
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し
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と
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の
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一
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草
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望
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特
性
と
し
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し
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下
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石
花
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有
の
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を
も
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て
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一
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で
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四
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の
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去
由
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し
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、
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の
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前
の
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。
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の
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一
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し
て
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し
て
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。
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仏
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。
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れ
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。
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